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入 間 東 部 地 区 事 務 組 合（ 三 芳 町・ 富 士 見 市・ ふ じ み 野 市 ）
〒 356-0058　ふじみ野市大井中央 1-1-19 ☎ 261-6000( 代 )　 261-4395

http://www.irumatohbu119.jp/　 shobo@irumatohbu119.jp( 代 )
火災の問い合わせ　☎ (263)0119（音声案内）/ 救急病院の御案内　☎ (261)6031（休日・夜間）

みんなの消防

事業所の安全対策を確認しましょう

年度のスタートである 4 月に消防署に届け出されている
書類の確認をしましょう。人事異動に伴って防火管理者の
選任・解任の届け出や作成している消防計画の変更の必要
はありませんか。その他、消防用設備
等の点検報告などの提出もお忘れの
ないようお願いします。
また、4 月は事業所の人事配置が
大きく変わり、事業所の
自衛消防活動の能力が
低下してしまいがちで
す。事業所の安心・
安 全 を 守 る た め
に、新たな職場で
働く従業員に対し
て、防火・防災教育
を徹底し、実態にあわ
せて、自衛消防の組織を
見直しましょう。

救急車の適正利用にご協力を

■　
火
の
用
心　
令
和
の
お
手
本　
2
市
1
町　
（
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合　
防
火
標
語
）

■　
ひ
と
つ
ず
つ　
い
い
ね
！
で
確
認　
火
の
用
心
（
２
０
１
9
年
度　
全
国
統
一
防
火
標
語
）

�
miyoshi

お知らせ
miyoshi

問　環境課環境対策担当　内 217　

 ■ 対象品目

▼普段の集積所へ出す
　➊�環境課に電話で、住所・名前・品名・ごみを出す日（粗

大ごみの収集日に限る）を伝えて申し込み。
　➋町から受付番号を伝えます。
　➌�粗大ごみ処理手数料納付券（シール券）を購入し、ごみ

を出す日と受付番号を記入し、粗大ごみに貼り付ける。
　➍普段利用している集積所へ朝 8 時までに出す。
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4 月 1日から開始
一部粗大ごみの処理有料化

近年、救急件数は著しく増加しており、救急車が現場に到
着するまでの平均時間も徐々に延びてきています。当組合
は 4 月から救急車を増車して対応しますが、それでも救
急車が本当に必要な人への対応が遅れてしまう可能性もあ
ります。救急車は地域の貴重な救急資源です。これからも
大切な命を救うために、救急車の適正利用にご協力をお願
いいたします。

消防救助技術指導会の開催

近隣消防本部が一堂に集まり、救助技術の正確性と迅速性
を競う消防救助技術指導会が開催されます。見学は自由で
すので、皆さんからの応援をお待ちしています。

救急車の更新と増車

news

　2019 年中の災害件数

昨 年中、管内で発生した火災件数は 51 件です。前年
と比べて 10 件減少しました。しかし、火災により

3 人の尊い命が失われ、8 人が負傷しました。救急件数は
12,446 件で、前年と比べて 377 件増加しました。
市町別の出場状況をみると、富士見市は 301 件増加し、
5,309 件、ふじみ野市は 58 件増加し、5,224 件、三芳町
は 17 件増加し、1,911 件でした。また、管轄外の応援出場
は 1 件増加し、2 件でした。救助件数は、188 件で 69 人
を救助しました。前年と比べると 110 件増加しました。

種別 件数
急病 8,163

一般負傷 1,788
交通 847
労働 129

その他 1,519
合計 12,446

救　急
種別 件数
火災 14

交通事故 12
自然災害事故 2
建物事故 148
その他 12
合計 188

救　助
種別 件数
火災 51
警戒 139
調査 162

救急支援 1,113
その他 55
合計 1,520

消　防

▶日程：5月9日㈯  9:00 ～（予備日 5 月 10 日㈰）
▶場所：東消防署消防訓練場（富士見市鶴馬 1850-1）

※臨時駐車場（富士見市役所第 1・第 2 駐車場）は数に限り
がありますので、自動車での来場はなるべくご遠慮ください。

当組合では、平成 24 年度に導入したふじみ野分署の高規
格救急自動車を、老朽化に伴い最新鋭の車両に更新しまし
た。また、近年の増え続ける救急需要の要請に応えるため、
高規格救急自動車を増車し、救急体制を強化しました。こ
れらの救急車は、救急救命士が高度な応急処置を実施する
ための医療器具を積載しているほか、十分な活動空間を有
した構造になっています。また、搬送中の傷病者への負担
を軽減するため、ストレッチャーに緩衝装置が設けてあり
ます。今後も救命率の向上
をめざし、更なる住
民サービスを提
供できるよう努
めてまいります。

救急車を

正しく使いましょう

品名 料金（1つ分）
マットレス（スプリング入り） 1,500 円

折りたたみベッド 1,000 円
マッサージチェア 1,500 円
座椅子（不燃素材） 500 円

ソファー
（スプリング入り）

1 人用 500 円
2 人用 1,000 円
3 人以上用 1,500 円

オルガン 1,500 円
電子ピアノ 1,500 円

電動機付き健康器具 1,000 円
自動車用キャリアボックス 500 円

自転車 500 円
畳 500 円

 ■ 対象の粗大ごみの捨て方

▼環境センターへ持ち込み（料金が半額になります）
　➊�粗大ごみ処理手数用納付券（シール券）を購入し、粗大

ごみに貼り付ける。
　➋環境センターへ直接持ち込み（予約不要）。

 ■ 粗大ごみ処理手数料納付券（シール券）販売場所

▼公共施設
　役場 2 階環境課窓口・各出張所・環境センター
▼�店舗
　カスミ三芳店・ベルク藤久保店・ヤオコー三芳藤久保店
　�※コンビニエンスストアでも販売しています。詳しくは環

境課へお問い合わせください。

4 月 1日から一部粗大ごみの処理が有料化されます。詳しく
は環境課にお問い合わせいただくか、先月号に折り込み配布
した分別マニュアルをご覧ください。
※分別マニュアルは保存版です。大切に保管してください。

先月号に折り込みの分別マニュアルもご確認ください

環境センターへ持ち込みする場合は半額になります。

4/1から対象者拡大
70歳以上・妊婦の移動を支援
ライフバス・タクシーの運賃補助

町在住の70歳以上の人と母子手帳を取得した妊婦 町在住の70歳以上で4/1以降に運転免許を返納した人

➊タクシーの領収書 1 枚につき 500 円
➋ライフバス回数券の購入費用半額相当
➊と➋を合算して 70 歳以上は年度1回、妊婦は母子手帳取得か
ら出産予定日の 90日後までの期間中1回、最大 6,000 円を還付。

➊運転経歴書発行手数料
➋ライフバス回数券の購入費用
➌タクシーの運賃
➍交通系 ICカード（PASMO など）のチャージ
➊～➍（返納日以降に利用）を合算して、1人1回限り最大1万円を還付。

 ■ 申請の流れ ※要登録  ■ 申請の流れ

➊ 70 歳以上の人：政策推進室窓口か各出張所で登録証を取得。
　 妊婦：健康増進課窓口で母子手帳を取得した際に登録証を取得。
➋�バス回数券購入・タクシー利用時（対象の公共交通事業者：ライ

フバス・三和富士交通・みのり交通・ダイヤモンド交通・鶴瀬交通・
東上ハイヤー・みずほ昭和）に登録証を提示し、領収書を受領。
➌�領収書と請求用紙等を令和 3 年 3 月 31 日までに役場・各

出張所へ持参か、返信用封筒で役場へ郵送。

➊警察署や免許センターで運転免許を返納し、取消通知書を取得。
➋公共交通機関を利用し、領収書を受領。
➌次の書類を政策推進室窓口に持参して申請。
　�取消通知書※・本人確認書類（保険証など）・領収書・補助金

の振込先がわかるもの
　※運転経歴証明書のみでは申請できません。

70 歳以上の人・妊婦・運転免許の自主返納者（70歳以上）を対象に、町が運賃の一部補助をします。

公共交通機関の運賃など最大10,000円補助ライフバス・タクシーの運賃最大6,000円補助
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\ 公共交通利用補助事業 / \ 高齢者運転免許証自主返納支援制度 /

※�福祉バス・福祉タクシーの利用助成、自動車燃料費補助給付を
受けている人は対象外


